
【資 料 編】
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1  三重県企業庁組織
（１）組 織 図

①  本 庁
 〒514－8570
 津市広明町１３番地

TEL 059-224-2822
FAX  059-224-3045

TEL 059-224-2829
FAX  059-224-3045

TEL 059-224-2833
FAX  059-224-3043

TEL 059-224-2835
FAX  059-224-3043

TEL 059-224-2824
FAX  059-224-3043

（２）職員配置表

  ① 本 庁     ② 事業所

経 理 班

水 道 事 業 課

調 整 班

事 業 経 営 班

水 道 建 設 班

事 業 経 営 班

工 業 用 水 道 事 業 課

電 気 事 業 課

資 産 管 理 班

機 電 管 理 班

事 業 経 営 班

工 業 用 水 道 建 設 班

公 営 企 業
管  理  者

企 業 庁 長

（平成27年4月1日現在）

予 算 管 理 班

総 務 班

法 令 班

事 業 管 理 班

企 画 班

企 業 総 務 課

財 務 管 理 課

職員数

62

26

18

7

11

区 分

南 勢 水 道 事 務 所

北 勢 水 道 事 務 所

中 勢 水 道 事 務 所

191

三重ごみ固形燃料発電所

小 計 124

水 質 管 理 情 報 セ ン タ ー

合 計
①＋②

職員数

19

15

14

8

11

67小 計

財 務 管 理 課

水 道 事 業 課

工業用水道事業課

電 気 事 業 課

区 分

企 業 総 務 課

三
重
県
企
業
庁
組
織
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② 事業所

水 質 担 当

三重ごみ固形燃料発電所

配 水 運 営 部

北 勢 水 道 事 務 所

工 水 保 全 課

水 沢 浄 水 場

南 勢 水 道 事 務 所

建 設 ２ 課

水 道 保 全 課

機 電 課

水質管理情報センター

建 設 １ 課

大 里 浄 水 場

中 勢 水 道 事 務 所 経 営 課

配 水 課

配 水 課

水 質 管 理 課

経 営 課

施 設 整 備 部

総 務 管 理 部

浄 水 部

機 電 課

機 電 課

浄 水 管 理 課

播 磨 浄 水 場

経 営 管 理 課

〒510-0075 四日市市安島2丁目7-15
TEL 059-351-1561
FAX  059-351-1566

〒511-0862 桑名市大字播磨字焼尾1798
TEL 0594-23-2041
FAX 0594-23-2040

〒514-0121 津市大里山室町1751
TEL 059-230-1842
FAX 059-230-1847

〒512-1105 四日市市水沢町字西野252-62
TEL 059-329-3236
FAX 059-329-3358

〒511-0125 桑名市多度町力尾
TEL 0594-32-3468
FAX  0594-32-3469

〒515-2504 津市一志町高野1996
TEL 059-295-0212

 XAF

〒515-2504 津市一志町高野1996
TEL 059-295-0200
FAX  059-295-0210

〒519-2181 多気郡多気町相可1710
TEL 0598-38-2497
FAX  0598-38-2946

059-295-0213
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（単位：千円）

年度
収益的収入

(A)
収益的支出

(B)
収益的収支
(A)－(B)

純利益
（税抜き）

資本的収入
(C)

資本的支出
(D)

資本的収支
(C)－(D)

26 11,710,220 9,524,074 2,186,146 1,947,901 1,935,583 6,665,930 △4,730,347 

27 9,631,682 9,469,466 162,216 33,028 1,493,897 6,377,605 △4,883,708 

増 減 △2,078,538 △54,608 △2,023,930 △1,914,873 △441,686 △288,325 △153,361 

前年対比 82.3% 99.4% 7.4% 1.7% 77.2% 95.7%          －

26 6,468,772 6,207,407 261,365 66,248 1,973,688 6,421,462 △4,447,774 

26 3,087,909 4,420,276 △1,332,367 △1,124,198 2,803,776 1,176,106 1,627,670 

27 1,970,624 2,454,774 △484,150 66,739 7,364,095 1,855,870 5,508,225 

増 減 △1,117,285 △1,965,502 848,217 1,190,937 4,560,319 679,764 3,880,555 

前年対比 63.8% 55.5% 262.6% 157.8% 

26 21,266,901 20,151,757 1,115,144 889,951 6,713,047 14,263,498 △7,550,451 

5,880,605 

事
業

水

道

工
業
用
水
道

27 6,090,734 210,129 34,034 1,470,423 6,498,145 △5,027,722 

△503,265 76,683 △579,948 

前年対比 94.2% 94.7% 80.4% 51.4% 74.5% 101.2% 

増 減 △378,038 △326,802 △51,236 △32,214 

         －

電

気

133,801 
合
 
 
計

27 17,693,040 17,804,845 △111,805 

前年対比 83.2% 88.4%          －

増 減 △3,573,861 △2,346,912 △1,226,949 △756,150 

15.0% 153.9% 

         －          － 338.4% 

103.3%          －

10,328,415 14,731,620 △4,403,205 

3,615,368 468,122 3,147,246 

２ 予算等の概要 

 （１）平成２７年度当初予算 

① 予算編成の基本的な考え方  

企業庁は、水と電気の「安全・安心・安定」供給を基本方針とし、平成１９年度に策定した「長期経

営ビジョン」（平成１９～２８年度）に掲げる経営目標の実現に向け、ＩＳＯ９００１品質マネジメント

システムを活用した事業運営を行っています。 

平成２７年度においては、耐震化・老朽劣化対策を図るため、計画的な施設改良を進めながら、安全・

安定供給の継続に努めます。 

また、平成２７年４月１日に水力発電所の民間譲渡が完了したことから、ＲＤＦ焼却・発電事業を主

体とする「電気事業」を継続するとともに、水力発電事業に係るＰＣＢ廃棄物の保管・処理業務等の残

務整理を行います。 

なお、これらの事業の実施に加え、財務基盤の強化を進めるため、新規企業債の発行抑制に努め、金

利負担の軽減を図ります。 

 

平成２７年度当初予算の事業別内訳 
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② 主な重点事業 

（ア）計画的な施設改良の推進                           

予算額 6,787,755千円 

将来にわたり水と電気の「安全・安心・安定」供給を実現するためには、管路や浄水場などの施設を効

率的に整備し、適切に維持・更新していくことが不可欠です。このため、施設の耐震化を重点的に進める

とともに、老朽劣化対策として電気・計装・機械設備の更新等を実施していきます。 

 

（イ）「企業庁のあり方に関する基本的方向」の具体化による経営改善        

予算額 2,158,911千円 

平成２７年４月１日に民間譲渡が完了した水力発電事業の残務整理や技術管理業務の包括的な民間委託

などの取組を行います。 
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（２） 費用の構成

水道事業

決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比

減価償却費 3,463,721 34.3% 95.7% 3,490,726 43.1% 100.8% 3,477,166 42.6% 99.6% 4,243,624 49.7% 122.0%

支 払 利 息 1,134,509 11.2% 91.3% 990,405 12.2% 87.3% 872,179 10.7% 88.1% 774,142 9.1% 88.8%

人   件   費 1,038,742 10.3% 84.1% 988,106 12.2% 95.1% 900,399 11.0% 91.1% 716,823 8.4% 79.6%

負   担   金 576,639 5.7% 100.1% 519,998 6.4% 90.2% 547,665 6.7% 105.3% 592,166 6.9% 108.1%

修   繕   費 555,038 5.5% 87.0% 554,875 6.8% 100.0% 803,546 9.9% 144.8% 471,425 5.5% 58.7%

動   力   費 519,607 5.2% 101.7% 556,189 6.9% 107.0% 597,869 7.3% 107.5% 654,197 7.6% 109.4%

薬   品   費 71,137 0.7% 89.3% 74,027 0.9% 104.1% 75,877 0.9% 102.5% 73,500 0.9% 96.9%

特 別 損 失 1,972,793 19.5% 36.3% 0 0.0% 皆減 0 0.0% - 58,046 0.7% 皆増

そ   の   他 766,705 7.6% 78.0% 929,689 11.5% 121.3% 880,495 10.9% 94.7% 961,774 11.2% 109.2%

計 10,098,891 100.0% 70.5% 8,104,016 100.0% 80.2% 8,155,196 100.0% 100.6% 8,545,697 100.0% 104.8%

（ 受 託 ） 17,280 - 464.3% 131,760 - 762.5% 98,996 - 75.1% 114,691 - 115.9%

決   算   額 10,116,171 70.6% 8,235,776 81.4% 8,254,192 100.2% 8,660,388 104.9%

（注）決算額は消費税を除く

工業用水道事業

決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比

減価償却費 2,108,481 39.9% 98.6% 2,041,317 41.5% 96.8% 2,087,121 42.4% 102.2% 2,473,072 19.2% 118.5%

支 払 利 息 486,063 9.2% 80.5% 431,671 8.8% 88.8% 391,240 8.0% 90.6% 353,946 2.7% 90.5%

人   件   費 608,914 11.5% 98.7% 585,872 11.9% 96.2% 607,151 12.3% 103.6% 470,554 3.7% 77.5%

負   担   金 864,916 16.4% 118.5% 734,453 14.9% 84.9% 681,991 13.9% 92.9% 885,647 6.9% 129.9%

修   繕   費 419,675 7.9% 94.6% 340,790 6.9% 81.2% 376,430 7.6% 110.5% 220,576 1.7% 58.6%

動   力   費 273,497 5.2% 114.0% 245,644 5.0% 89.8% 256,492 5.2% 104.4% 283,297 2.2% 110.5%

薬   品   費 12,587 0.3% 80.7% 12,879 0.3% 102.3% 14,159 0.3% 109.9% 12,717 0.1% 89.8%

特 別 損 失 0 0.0% - 0 0.0% - 0 0.0% - 7,637,023 59.3% 皆増

そ   の   他 509,155 9.6% 104.0% 525,266 10.7% 103.2% 507,507 10.3% 96.6% 546,533 4.2% 107.7%

計 5,283,288 100.0% 100.1% 4,917,892 100.0% 93.1% 4,922,091 100.0% 100.1% 12,883,365 100.0% 261.7%

（ 受 託 ） 2,571 - 36.2% 234 - 9.1% 934 - 399.1% 0 - 0.0%

決   算   額 5,285,859 100.0% 4,918,126 93.0% 4,923,025 100.1% 12,883,365 261.7%

（注）決算額は消費税を除く

電気事業

決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比 決算額
（千円）

構成比 前年対比

減価償却費 512,346 15.5% 98.3% 509,316 14.2% 99.4% 445,112 12.0% 87.4% 343,405 9.6% 77.2%

支 払 利 息 154,793 4.7% 85.3% 128,254 3.6% 82.9% 98,209 2.6% 76.6% 56,396 1.6% 57.4%

人   件   費 523,433 15.8% 98.1% 561,695 15.7% 107.3% 521,714 14.0% 92.9% 439,489 12.3% 84.2%

修   繕   費 571,274 17.3% 371.9% 629,772 17.6% 110.2% 481,106 12.9% 76.4% 233,129 6.5% 48.5%

市町交付金 143,513 4.3% 104.5% 135,983 3.8% 94.8% 129,454 3.5% 95.2% 130,184 3.6% 100.6%

附帯事業費用 994,578 30.0% 95.5% 974,261 27.3% 98.0% 1,212,382 32.6% 124.4% 1,051,865 29.5% 86.8%

特 別 損 失 0 0.0% - 0 0.0% - 0 0.0% - 899,779 25.2% 皆増

そ   の   他 409,049 12.4% 63.8% 636,298 17.8% 155.6% 832,099 22.4% 130.8% 418,129 11.7% 50.2%

計 3,308,986 100.0% 103.1% 3,575,579 100.0% 108.1% 3,720,076 100.0% 104.0% 3,572,376 100.0% 96.0%

（ 受 託 ） 0 - - 0 - - 0 - - 0 - -

決   算   額 3,308,986 103.1% 3,575,579 108.1% 3,720,076 104.0% 3,572,376 96.0%

（注）決算額は消費税を除く

区 分

区 分

区 分
平成24年度

平成24年度

平成24年度

平成23年度

平成23年度

平成25年度

平成25年度

平成25年度

平成26年度（見込）

平成26年度（見込）

平成26年度（見込）

平成23年度
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３ 水道用水供給事業の概要 

（１）事業概要 

≪営業関係≫ 

 三重県の水道事業は、近年、水源開発適地の減少により、大きな開発コストを伴う膨大な財政負

担、水源水質の悪化など市町単独での水源確保が困難な状況となっているため、各受水市町から要

請を受け県営で水道用水供給事業を行っています。 

 現在、北中勢水道用水供給事業及び南勢志摩水道用水供給事業の２事業で営業を行い、給水能力

は５浄水場で日量 429,366 ㎥となっており、県内の１８市町に供給しています。平成２５年度の供

給実績は、県全体の水道水需要量の約３０％に相当しています。 

 また、施設の合理的・効率的運用を行うため、平成１３年４月から大里浄水場の運転監視を中勢

水道事務所から遠隔制御で行っています。さらに、平成１６年４月から播磨浄水場及び水沢浄水場

の運転監視を北勢水道事務所から遠隔制御で行っています。 

 

 

 

（平成27年4月1日現在）

水 源
＜浄水場＞

計 画
目標年度

給水対象市町及び給水量 (㎥／日)
給水能力
(㎥／日)

給水開始
年月日

工 期
事 業 費
(千円)

北勢系
木曽川用水系

木曽川
総合用水
(岩屋ダム)
＜播磨＞

昭和60年度

四日市市  36,200    朝日町     1,200
桑名市    24,300 川越町    5,800
鈴鹿市    10,000
木曽岬町   2,800
                      計      80,300

80,300

(一部給水：
昭和52.3.28)
全部給水：
昭和54.4.1

 昭和46
～53年度

12,214,986

北勢系
三重用水系

三重用水
＜水沢＞

平成12年度

四日市市  41,800
鈴鹿市    6,600
菰野町    2,600

計   51,000

51,000

(一部給水：
平成3.4.1)
全部給水：
平成8.4.1

昭和63
～平成7年度

11,555,000

北勢系
長良川水系

長良川
(長良川河口堰)
＜播磨＞

平成30年度

四日市市  2,200    朝日町   1,000
桑名市  1,100 菰野町  700
鈴鹿市  2,200    川越町   1,400
亀山市     7,400
木曽岬町 2,000
                      計  18,000

18,000

(一部給水：
平成13.4.1
平成21.7.1）
全部給水：
平成23.4.1

平成10
～29年度

16,889,831
（全体計画）

（20,406,666）

中勢系
雲出川水系

雲出川
(君ヶ野ダム)
＜高野＞

昭和60年度

津 市    76,916
松阪市  4,500

                  計   81,416

81,416

創設：
昭和46.6.4
一次拡張：
昭和56.4.1

昭和43
～55年度

6,657,215

中勢系
長良川水系

長良川
(長良川河口堰)
＜大里＞

平成30年度

津 市    50,500
松阪市  8,300

                  計   58,800

58,800
全部給水：
平成10.4.1

平成５
～29年度

37,281,000
(全体計画)
(70,711,000)

櫛田川
(蓮ダム)
＜多気＞

平成32年度

伊勢市    37,300    明和町    2,800
松阪市    61,000    玉城町    500
鳥羽市    20,000 度会町    500
志摩市 10,000   大台町  1,700
多気町    6,050

計    139,850

139,850

(一部給水：
昭和62.5.1)
全部給水：
平成27.4.1

昭和50
～平成7年度

(拡張)
平成23
～26年度

72,884,098

18市町 429,366

※計画目標年度は、事業認可計画時において施設能力に見合う需要が発生すると見込んだ年度です。

事 業 名

北
中
勢
水
道
用
水
供
給
事
業

合 計

南勢志摩水道
用水供給事業

水
道
用
水
供
給
事
業
の
概
要
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≪建設関係≫ 

 北中勢水道用水供給事業（第二次拡張）は、水源を長良川（長良川河口堰）に求め、中勢地域２

市を対象に計画給水量 83,584㎥/日、北勢地域８市町を対象に計画給水量 47,600㎥/日の合計

131,184㎥/日を供給するため、平成５年度から建設事業に着手し、平成１０年度から中勢系の一

部給水を開始し、平成１３年度からは、北勢系の一部給水を開始しています。

 水需要の伸び悩みから平成２０年３月に事業計画の見直しを行い、中勢系 58,800㎥/日、北勢

系18,000㎥/日の合計 76,800㎥/日に規模を縮小しました。 

 現在、北伊勢工業用水道施設を暫定的に使用し取水を行っており、取水・導水施設の整備につい

ては、平成３２年度に着工し、平成３７年度に供用開始する計画（予定）としています。 

 

 

（２）水質 

 水道水の水質に関する検査項目は、水道法に基づく「水質基準項目（５１項目）」及び「水質管

理目標設定項目(２６項目)」があります。三重県企業庁が供給している水道水は、水質基準を十分

満足しており、良好な水質を保っています。 

 

南勢水道事務所

播磨浄水場 水沢浄水場 高野浄水場 大里浄水場 多気浄水場

マンガン mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

アルミニウム mg/l 0.1以下 0.04 0.04 0.02 0.03 0.06

残留塩素 mg/l 1以下 0.7 0.5 0.7 0.7 0.6

ジェオスミン mg/l 0.00001以下 0.000002 0.000001 0.000001 0.000002 0.000001

2-メチルイソボルネオール mg/l 0.00001以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001

臭気強度（ＴＯＮ） 3以下 １未満 １未満 １未満 １未満 １未満

遊離炭酸 mg/l 20以下 1.3 1.4 2.1 2.0 1.2

有機物等（過マンガン酸
カリウム消費量）

mg/l 3以下 2.1 1.3 1.9 2.1 1.9

カルシウム､マグネシウム等
（硬度）

mg/l 10以上～100以下 23 31 34 24 34

蒸発残留物 mg/l 30以上～200以下 59 53 69 60 53

濁り 濁度 度 1以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

※１ より質の高い水をお届けするために定められた目標値です。（水質基準を補完する項目。平成１５年１０月厚生労働省健康局長通知）

※２ 水道法に基づく水質基準値です。

色・臭い・味覚等に関する項目（平成２６年度 浄水場出口・年平均）

目標値(※1)
北勢水道事務所 中勢水道事務所

味覚

臭い

色

項 目 単位

※2

※2
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（３）営業実績等の概況

① 給水実績等の推移

区   分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

給水実績    (㎥/年) 15,219,417 14,240,787 13,497,864 12,377,226 11,802,300

給水能力    (㎥/日） 80,300 80,300 80,300 80,300 80,300

最大給水量  (㎥/日) 55,606 59,335 51,559 59,963 56,280

平均給水量  (㎥/日) 41,812 39,016 36,980 34,003 32,335

料金収入  (千円/年) 1,239,427 1,184,344 1,160,045 1,128,324 1,105,902

給水実績    (㎥/年) 12,068,705 12,114,862 12,210,752 12,310,126 12,354,473

給水能力    (㎥/日） 51,000 51,000 51,000 51,000 51,000

最大給水量 （㎥/日） 36,468 37,382 37,273 38,730 37,328

平均給水量 （㎥/日） 33,156 33,191 33,454 33,819 33,848

料金収入  (千円/年) 2,277,479 2,265,640 2,269,379 2,273,255 2,274,984

給水実績    (㎥/年) 2,507,120 3,273,614 3,343,797 3,360,050 3,335,723

給水能力    (㎥/日） 13,400 18,000 18,000 18,000 18,000

最大給水量  (㎥/日) 8,673 10,347 10,637 14,141 15,191

平均給水量 （㎥/日） 6,888 8,969 9,161 9,231 9,139

料金収入  (千円/年) 468,218 691,773 700,240 700,873 699,925

給水実績    (㎥/年) 11,760,400 11,795,622 13,487,108 13,871,885 11,493,615

給水能力   （㎥/日） 81,416 81,416 81,416 81,416 81,416

最大給水量  (㎥/日） 45,286 56,626 50,418 56,318 41,519

平均給水量  (㎥/日) 32,309 32,317 36,951 38,110 31,489

料金収入  (千円/年) 1,421,778 1,437,021 1,502,989 1,517,996 1,425,243

給水実績    (㎥/年) 10,701,600 10,731,000 10,731,000 10,701,600 10,731,000

給水能力   （㎥/日） 58,800 58,800 58,800 58,800 58,800

最大給水量 （㎥/日） 35,545 35,432 37,078 32,949 42,337

平均給水量 （㎥/日） 29,400 29,400 29,400 29,400 29,400

料金収入  (千円/年) 1,142,429 1,124,109 1,124,109 1,122,962 1,124,109

給水実績    (㎥/年) 7,756,207 - - - -

給水能力   （㎥/日） 41,000 - - - -

最大給水量  (㎥/日） 27,355 - - - -

平均給水量 （㎥/日） 20,739 - - - -

料金収入  (千円/年) 846,959 - - - -

給水実績    (㎥/年) 21,502,531 23,102,533 23,133,901 23,834,454 23,172,443

給水能力    (㎥/日） 128,150 138,150 138,150 138,150 138,150

最大給水量 （㎥/日） 70,563 73,946 80,858 77,527 73,288

平均給水量  (㎥/日） 59,073 63,295 63,381 65,479 63,486

料金収入  (千円/年) 2,493,107 2,671,155 2,676,068 2,703,390 2,677,571

給水実績    (㎥/年) 81,515,980 75,258,418 76,404,422 76,455,341 72,889,554

給水能力    (㎥/日） 454,066 427,666 427,666 427,666 427,666

最大給水量 （㎥/日） - - - - -

平均給水量 （㎥/日） 223,377 206,187 209,327 210,042 199,697

料金収入  (千円/年) 9,889,397 9,374,042 9,432,831 9,446,800 9,307,735

（注） 料金収入は消費税抜き、給水実績・最大給水量・平均給水量は水系別料金収入の算定水量による。

（※１） 南勢志摩水道用水供給事業（志摩系）は平成23年4月に志摩市に譲渡しました。

南
勢
志
摩
水
道
用
水
供
給
事
業

志 摩 系
(※１)

南 勢 系

長良川
水 系

北
中
勢
水
道
用
水
供
給
事
業

北

勢

系

木曽川
用水系

三 重
用水系

長良川
水 系

中

勢

系

雲出川
水 系

合 計

事業名
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昭和
51～52
年度

昭和
53～54
年度

昭和
55～59
年度

昭和60
～

平成元
年度

平成
2
年度

平成
3～6
年度

平成
7～8
年度

平成
9
年度

平成
10～11
年度

平成
12
年度

平成
13～14
年度

平成
15～16
年度

平成
17～20
年度

平成
21
年度

平成
22
年度

平成
23～26
年度

平成
27～31
年度

基本料金 390 390 390 410 400 400
(800)

380
(800)

380
380 380 380 380 470 470 1,000 1,000 980

使用料金 30 30 33 36 36 36 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39

超過料金 138 138 138 138 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180

基本料金 － － － － － － － － 2,060 2,060 2,060 2,060 2,030 2,030 1,000 1,000 980

使用料金 － － － － － － － － 60 60 60 60 39 39 39 39 39

超過料金 － － － － － － － － 180 180 180 180 180 180 180 180 180

基本料金 800 890 990 1,070 1,030 1,030 1,020 1,020 1,020 1,020 1,020 1,020 680 680 670 670 700

使用料金 40 40 42 36 36 36 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39

超過料金 190 190 190 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180

基本料金 － － － － － 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 2,930 2,930 1,710

使用料金 － － － － － 75 75 75 75 75 75 75 65 65 39 39 39

超過料金 － － － － － 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180

基本料金 － － － － － － － － － － 1,400 1,400 1,400
(3,130)

1,400
(3,130)

1,400
(2,750)

2,560
(2,490)

2,300

使用料金 － － － － － － － － － － 39 39 39 39 39 39 39

超過料金 － － － － － － － － － － 180 180 180 180 180 180 180

基本料金 780 780 780 1,040 1,270 1,270 1,520 1,850 1,850 1,740 1,740 1,320 1,290 1,290 1,070 － －

使用料金 40 40 44 36 36 36 39 39 39 39 39 60 39 39 39 － －

超過料金 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 － －

基本料金 － － － 1,800 1,770 1,770 1,460 1,460 1,460 1,320 1,320 1,320 1,290 1,290 1,070 1,070 780

使用料金 － － － 60 60 60 60 60 60 60 60 60 39 39 39 39 39

超過料金 － － － 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180

基本料金 － － － － － － － － － － － － － 1,600 － － －

使用料金 － － － － － － － － － － － － － 65 － － －

超過料金 － － － － － － － － － － － － － 180 － － －

南

勢

志

摩

志

摩

系

南

勢

系

伊

賀

事業別

北

中

勢

中

勢

系

雲
出
川
水
系

長
良
川
水
系

北

勢

系

木
曽
川
用
水
系

三
重
用
水
系

長
良
川
水
系

② 水道料金の推移

基本料金：基本水量㎥当たり月額。使用料金：使用水量㎥当たり。超過料金：超過水量㎥当たり。
※中勢系雲出川水系の（ ）内は拡張（暫定）分に係る水道料金。
※北勢系長良川水系の（ ）内は亀山市の区域に係る水道料金。
※伊賀については、平成22年4月に伊賀市へ譲渡。
※南勢志摩（志摩系）については、平成23年4月に志摩市へ譲渡。
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４ 工業用水道事業の概要

（１）事業概要

（注１） 給水能力の （  ） 内は全体計画量を、事業費の （  ） 内は水源負担額 （外数）を示す。

（注２） 給水区域は現在給水している区域を示す。

（注３） 中伊勢工業用水道事業、松阪工業用水道事業は浄水場なし。

（注４） 給水工場数の合計は各事業別の数を積み上げたもの。

三重県の工業用水道事業は、北伊勢臨海部の石油化学を中心とする工業の発展に伴う
水需要増大への対応や、地盤沈下に対する地下水代替用水確保の必要性から、昭和３１
年に四日市工業用水道の給水を開始して以来、北伊勢工業用水道第１期から第４期事業
へと拡張を重ねてきました。この間、他の地域でも事業を進め、昭和３８年には松阪工
業用水道、昭和４６年には中伊勢工業用水道、昭和６１年には多度工業用水道で給水を
開始しました。

現在、県域全体では最大給水能力911,500m
3
/日を有し、県内の９２社１０５工場に工

業用水を給水することで、産業の発展、県土の保全に寄与しています。
また、将来の水需要に備えて三重用水、長良川河口堰に水源を確保しています。

 （営業関係） （平成27年 4月 1日現在）

給水能力

(ｍ3/日)

契約給水量

(ｍ3/日)

給水開始
年 月 日

工 期
事 業 費

(千円)

(990,000) 昭和31年 (14,270,826) 
830,000  4月1日 63,147,035  

(10,000) 昭和61年 (10,434,228) 
10,000  4月1日 1,813,600  

雲 出 川 (50,000) 昭和46年 (429,110) 
(君ヶ野ﾀ ﾞﾑ ) 33,000  5月1日 5,200,000  

(38,500) 昭和38年
38,500  10月15日

(1,088,500) (25,134,164) 
911,500  71,068,843  

781,130 

38,500 908,208  

 昭和28年～

 昭和
 59～62年度

 昭和44年～

 昭和
 36～62年度

桑 名 市

四日市市

鈴 鹿 市

津 市

朝 日 町

川 越 町

724,820 

0 

17,810 

事 業 名 給水区域 給水工場数
水 源

＜浄水場＞

三 重 用 水
＜ 多 度 ＞

長 良 川
＜ 沢 地 ＞

員 弁 川
＜ 伊 坂 ＞

木曽川総合
用 水
( 岩 屋 ﾀ ﾞ ﾑ )
＜ 山 村 ＞

桑 名 市

櫛 田 川

92社105工場

70社81工場

‐

15社17工場

 7社 7工場松 阪 市

津 市

合 計

松 阪工 業用 水道 事業

中伊勢工業用水道事業

多 度工 業用 水道 事業

北伊勢工業用水道事業 工
業
用
水
道
事
業
の
概
要
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（確保水源）                            （平成２７年４月１日現在） 

 
 
（２）料金 

  本県では、基本料金と使用料金からなる二部料金制を採用しています。 
  「基本料金」は、基本使用水量（契約水量）に基本料金単価（円／㎥）を乗じて得た金額で
あり、「使用料金」は、使用水量（基本使用水量から休止水量を減じて得た水量）に使用料金単
価（円／㎥）を乗じて得た金額です。また、使用水量を超えて受水した場合には、超過料金を
いただいています。 

  なお、季節的に使用量が少ない時期等には、休止水量を申し出ていただくことにより（５月、
１１月）、その分の使用料金を減額しています。 

 

 
 
（３）水質            

水質実績表（平成 26 年度平均） 

 

（注）

三 重 用 水 4,800

515,000

（仮称）

計 519,800

（注）計画給水量については、事業予定計画水量。

長 良 川 河 口 堰 関 連

工 業 用 水 道 事 業
（長良川河口堰）

約266.3億円

事 業 名 備 考事 業 費工 期
計画給水量

(ｍ
3
/日)

（三重用水）

約30.1億円
鈴鹿工 業用 水道 事業

水源施設は完了

（水資源機構管理)

水源施設は完了

（水資源機構管理)

水 源計画給水区域

（三重用水）

昭和39年度

～

平成４年度

（長良川河口堰）

昭和43年度

～

平成６年度

四 日 市 市

鈴 鹿 市

北 勢 地 域
長 良 川
( 長 良 川 河 口 堰)

基本料金（円／ｍ3） 使用料金（円／ｍ3） 超過料金（円／ｍ3）

北 伊 勢 工 業 用 水 道 事 業 1 4. 5 4. 0 3 7. 0

多 度 工 業 用 水 道 事 業 4 5. 0 － 9 0. 0

中 伊 勢 工 業 用 水 道 事 業 2 1. 3 1. 9 4 6. 4

松 阪 工 業 用 水 道 事 業 1 4. 9 1. 1 3 2. 0

料金単価表

沢地浄水場 伊坂浄水場 山村浄水場

水温 － 16.7 15.0 15.6 16.6 16.6 16.6

濁度 10度以下 1.5 1.3 1.7 0.1未満 0.1未満 0.2

ｐＨ 6.5以上8.0以下 7.5 7.4 7.4 6.9 7.0 7.1

酸消費量(アルカリ度) 75mg／ｌ以下 29.4 19.0 17.2 26.4 31.2 31.3

全硬度 120mg／ｌ以下 34 25 23 43 39 39

全蒸発残留物 250mg／ｌ以下 72 60 60 76 82 64

塩化物イオン 20mg／ｌ以下 5.9 4.2 4.1 5.3 5.8 4.1

鉄 0.3mg／ｌ以下 0.11 0.09 0.08 0.01未満 0.02 0.05

マンガン 0.2mg／ｌ以下 0.019 0.013 0.010 0.001未満 0.016 0.009

 平成２６年度実績は、三重県の水質標準値をすべてクリアしています。

北伊勢工業用水道 多度
工業用水道

中伊勢
工業用水道

松阪
工業用水道

検査項目
三重県の

水質標準値
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（４）営業実績等の概況

① 給水実績等の推移

年度
 区
事業名 分

基 本 水 量 （ｍ3／年） 267,314,300 268,312,340 266,719,860 264,896,200 264,600,670 

使 用 水 量 （ｍ3／年） 195,593,648 196,584,257 191,308,140 188,392,418 183,457,609 

給 水 実 績 （ｍ3／年） 157,749,577 155,217,126 149,898,755 146,521,227 142,902,452 

給 水 能 力 （ｍ3／日） 830,000 830,000 830,000 830,000 830,000 

平均給水量 （ｍ3／日） 432,191 424,091 410,682 401,428 391,514 

料 金 収 入 （千円／年） 4,845,711 4,861,055 4,818,010 4,611,010 4,587,145 

基 本 水 量 （ｍ3／年） 3,650,000 3,660,000 3,650,000 3,650,000 1,830,000 

使 用 水 量 （ｍ3／年） 3,554,584 3,644,584 3,626,251 3,569,584 1,830,000 

給 水 実 績 （ｍ3／年） 2,572,583 2,721,116 3,036,765 3,014,367 1,183,094 

給 水 能 力 （ｍ3／日） 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 

平均給水量 （ｍ3／日） 7,048 7,435 8,320 8,259 3,241 

料 金 収 入 （千円／年） 163,657 164,604 164,103 163,751 82,350 

基 本 水 量 （ｍ3／年） 6,470,950 6,473,220 6,493,330 6,500,650 6,500,650 

使 用 水 量 （ｍ3／年） 5,639,506 5,726,544 5,898,993 5,891,160 5,846,755 

給 水 実 績 （ｍ3／年） 4,124,786 4,405,314 4,257,591 4,512,764 4,192,949 

給 水 能 力 （ｍ3／日） 33,000 33,000 33,000 33,000 33,000 

平均給水量 （ｍ3／日） 11,301 12,036 11,665 12,364 11,488 

料 金 収 入 （千円／年） 153,246 151,912 152,565 152,003 152,528 

基 本 水 量 （ｍ3／年） 14,052,500 14,091,000 14,052,500 14,052,500 14,052,500 

使 用 水 量 （ｍ3／年） 13,467,077 13,860,496 13,880,424 13,985,767 14,154,388 

給 水 実 績 （ｍ3／年） 10,078,769 10,733,893 10,892,995 10,542,789 10,683,696 

給 水 能 力 （ｍ3／日） 38,500 38,500 38,500 38,500 38,500 

平均給水量 （ｍ3／日） 27,613 29,328 29,844 28,884 29,270 

料 金 収 入 （千円／年） 228,552 229,352 228,356 227,995 228,100 

基 本 水 量 （ｍ3／年） 291,487,750 292,536,560 290,915,690 289,099,350 286,983,820 

使 用 水 量 （ｍ3／年） 218,254,815 219,815,881 214,713,808 211,838,929 205,288,752 

給 水 実 績 （ｍ3／年） 174,525,715 173,077,449 168,086,106 164,591,147 158,962,191 

給 水 能 力 （ｍ3／日） 911,500 911,500 911,500 911,500 911,500 

平均給水量 （ｍ3／日） 478,153 472,890 460,511 450,935 435,513 

料 金 収 入 （千円／年） 5,391,166 5,406,923 5,363,034 5,154,759 5,050,123 

（注） 料金収入は消費税抜き

合 計

多 度
工業用水道
事 業

平成22年度

北 伊 勢
工業用水道
事 業

平成26年度平成25年度

中 伊 勢
工業用水道
事 業

松 阪
工業用水道
事 業

平成24年度平成23年度
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②工業用水道料金の推移 

年度 

事業別 

昭和 53～ 

55 年度 

昭和 56～ 

58 年度 

昭和 59～ 

60 年度 
昭和 61 年度 

昭和 62 年度～ 

平成元年度 

北

伊

勢

工

業

用

水

道 

基 本

料 金 

四・1～3 期 10.5 14.1 17.0 17.0 17.6 

3 期代替 9.5 13.1 16.0 16.0 16.6 

4 期 16.0 19.8 22.0 22.0 20.6 

超 過

料 金 

四・1～3 期 21.0 28.2 34.0 34.0 35.2 

4 期 32.0 39.6 44.0 44.0 41.2 

多

度

工
業
用
水
道 

基 本 料 金 ― ― ― 45.0 45.0 

超 過 料 金 ― ― ― 90.0 90.0 

中

伊

勢

工
業
用
水
道 

基 本 料 金 13.5 17.7 21.2 21.2 22.3 

超 過 料 金 27.0 35.4 42.4 42.4 44.6 

松

阪 

工
業
用
水
道 

基 本 料 金 9.0 11.3 12.5 12.5 13.3 

超 過 料 金 18.0 22.6 25.0 25.0 26.6 
 

年度 

事業別 

平成 2～ 

4 年度 

平成 5～ 

11 年度 

平成 12～ 

17 年度 

平成 18 年度～

平成21年12月 

平成 22 年 1 月

～平成 24 年度 
平成 25 年度～ 

北

伊

勢 

工

業

用

水

道 

基 本 料 金 16.5 17.0 17.0 17.0 15.5 14.5 

使 用 料 金 3.4 3.5 3.5 3.0 3.5 4.0 

超 過 料 金 39.8 41.0 41.0 40.0 38.0 37.0 

多

度

工
業
用
水
道 

基 本 料 金 45.0 45.0 45.0 45.0 45.0 45.0 

超 過 料 金 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 

中

伊

勢 

工

業

用

水

道 

基 本 料 金 20.7 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 

使 用 料 金 1.8 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 

超 過 料 金 45.0 46.4 46.4 46.4 46.4 46.4 

松
阪
工
業
用
水
道 

基 本 料 金 12.5 12.9 14.9 14.9 14.9 14.9 

使 用 料 金 1.5 1.6 1.1 1.1 1.1 1.1 

超 過 料 金 28.0 29.0 32.0 32.0 32.0 32.0 

（注）平成 2年度より料金体系の変更を実施。 
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5 電気事業の概要 
 

(１)事業経緯 

三重県の電気事業は、昭和２７年に電気事業許可を受け、宮川総合開発事業の一環として

始まり、オイルショック後の石油代替エネルギーの確保や地球温暖化防止への寄与など、そ

の時代時代において公営電気事業に求められた使命により、発電所を建設してきました。 

昭和２９年に長発電所を建設して以降、宮川第一、宮川第二、宮川第三、三瀬谷、青蓮寺、

大和谷、蓮、青田、比奈知の計１０箇所の水力発電所を建設し、地球温暖化防止のためのク

リーンエネルギーとして大きな役割を果たすとともに、産業振興をはじめ地域の発展に貢献

してきました。 

また、平成１４年１２月からは、資源循環型社会の構築を図るとともに、未利用エネルギ

ーの有効活用を促進するためのモデル事業として、ＲＤＦ焼却・発電事業を企業庁で行って

きました。 

平成１８年３月に県議会から知事へ「三重県企業庁事業の民営化に向けた提言」があり、

平成１９年２月に知事から示された「企業庁のあり方に関する基本的方向について」におい

て、水力発電事業については民間譲渡が最初の選択肢と判断されました。このことを受けて、

水力発電事業の民間譲渡を重点的な取組の一つに掲げた「長期経営ビジョン」を平成１９年

１１月に策定し、水力発電事業の民間譲渡を推進してきました。 

譲渡先については、水力発電やダム管理の技術、運営実績などを考慮し、中部電力（株）

との交渉を進めた結果、平成２３年８月に譲渡に係る基本合意を締結し、平成２５年４月１

日に青蓮寺と比奈知の２発電所を、平成２６年４月１日に宮川第一、宮川第二及び蓮の３発

電所を、平成２７年４月１日に長、宮川第三、三瀬谷、大和谷及び青田の５発電所を譲渡し、

すべての水力発電所の譲渡が完了しました。 

このことにより水力発電事業は平成２６年度末をもって廃止となり、平成２７年度からは

ＲＤＦ焼却・発電事業を主体として事業運営を行っています。 

 

（２）ＲＤＦ焼却・発電事業 

 ①事業概要 

ＲＤＦ焼却・発電事業は、市町等で単に焼却処理されていた「ごみ」を「ＲＤＦ化」する

ことで、有効な熱エネルギーとして活用（サーマルリサイクル）することを目指したもので

す。 

現在、桑名広域清掃事業組合、香肌奥伊勢資源化広域連合、南牟婁清掃施設組合、伊賀市

及び紀北町の５団体（１２市町）が、ＲＤＦ化施設を整備しＲＤＦを製造しています。 
 
                 市 町 等                        三重ごみ固形燃料発電所 
             
  分別収集 

(可燃ごみ) 
  

焼却 熱発生 高効率 
発電 

 

 

ごみ固形燃料 
(ＲＤＦ)化施設 

 
   灰   

 
 

 

 
 不

燃

物 
 

金

属

類 

 

 

  
 

  リサイクル  リサイクル等   リサイクル  
  

 

 
 

 

脱塩洗灰処理施設 

電
気
事
業
の
概
要
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第３次中期経営計画期間における事業別収支計画（平成２７年度～平成２８年度） 

 
 

 

１ 収益的収支 
（１）収益 
・平成２７年４月の料金改定および需要量予測などから平成２７年度以降 
は約８９億円～９０億円を見込む。 

（２）費用 
・水道施設の修繕費や維持管理に係る委託料等で、平成２７年度以降は
約８９億円～９０億円を見込む。 

 
 
 
 
 
 
２ 資本的収支 
（１）収入 
・南勢水道拡張事業の終了に伴う工事負担金の減少や一般会計からの
出資金の減少などにより、平成２７年度以降は約１３億円～１５億円を
見込む。 

（２）支出 
・老朽劣化対策および耐震化工事等のため、平成２７年度以降は約２７
億円～３１億円の建設改良費が必要。 

 
 

３ 資金収支 

・平成２８年度末の内部留保資金は約１３５億円を確保。 
 

（単位：百万円）

平成２６年度
（補正後予算）

平成２７年度
（当初予算）

平成２８年度

9,327 8,041 7,996 

1,031 946 893 
568 -  -  

10,926 8,987 8,889 
7,856 8,240 8,226 

902 714 633 
59 -  -  

8,817 8,954 8,859 
2,109 33 30 

210 -  -  

-  -  -  
1,178 1,062 1,066 

464 432 250 
1,853 1,494 1,316 
2,025 2,745 3,068 
3,962 3,633 3,122 
5,987 6,378 6,190 

△4,134 △4,884 △4,874 

15,322 16,342 14,684 

2,109 33 30 
3,045 3,193 3,686 

△4,134 △4,884 △4,874 
1,020 △1,657 △1,158 

16,342 14,684 13,527 

・四捨五入のため合計が合わない場合があります。

当年度分損益勘定留保資金等

資本的収支不足額
単年度資金収支

その他収入
収入計

建設改良費
償還金

支出計

資本的収支不足額

当年度末内部留保資金
（注）・収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み。

資
金
収
支

前年度末内部留保資金
純利益

資
本
的
収
支

企業債
補助金
出資金

区分

営業費用
営業外費用

費用計

営業収益
営業外収益
特別利益

収益計
収
益
的
収
支

純利益

特別損失

 
 

 
１ 収益的収支 
（１）収益 
・現行料金および需要量予測などから平成２７年度以降は約５７億円を見
込む。 

（２）費用 

・水源施設に係る負担金や維持管理に係る委託料等で、平成２７年度以

降は約５６億円～５７億円を見込む。 

 
 
 
 
 
２ 資本的収支 
（１）収入 

・建設改良の財源として国庫補助金が増加するが、平成２７年度以降

は、水資源機構割賦負担金の繰上償還の財源とする企業債の発行を

行わないことなどにより、約１５億円を見込む。 
（２）支出 
・耐震化および老朽劣化対策工事等のため、平成２７年度以降は約３９億
円～４３億円の建設改良費が必要。 

 
 
３ 資金収支 

・平成２８年度末の内部留保資金は約６７億円を確保。 
 

 

 （単位：百万円）

平成２６年度
（補正後予算）

平成２７年度
（当初予算）

平成２８年度

5,368 5,203 5,201 
6,691 472 472 
1,350 -  -  

13,409 5,674 5,673 
5,147 5,322 5,371 

356 318 281 
7,638 -  -  

13,141 5,640 5,652 
268 34 21 

680 -  -  

105 270 218 
1,153 1,192 1,241 

3 8 -  
1,941 1,470 1,459 
3,307 4,336 3,922 
2,695 2,162 2,154 
6,002 6,498 6,076 

△4,060 △5,028 △4,617 

12,183 11,796 9,070 

268 34 21 
3,406 2,267 2,211 

△4,060 △5,028 △4,617 
△386 △2,727 △2,386 

11,796 9,070 6,684 

・四捨五入のため合計が合わない場合があります。

資
本
的
収
支

企業債

特別利益
収益計

収
益
的
収
支

純利益

特別損失

補助金
出資金
その他収入

収入計
建設改良費
償還金

支出計

資本的収支不足額

区分

営業費用
営業外費用

費用計

営業収益
営業外収益

当年度末内部留保資金
（注）・収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み。

資
金
収
支

前年度末内部留保資金
純利益
当年度分損益勘定留保資金等

単年度資金収支
資本的収支不足額

 
 

 
１ 収益的収支 
（１）収益 

・ＲＤＦ焼却・発電事業に係る売電単価見込みとＲＤＦ製造量予測により、平
成２７年度以降は電力料およびＲＤＦ処理受託料等で、約１２億円～１９
億円を見込む。 

（２）費用 

・ＲＤＦ焼却・発電事業に係る費用と水力発電事業譲渡後の残務整理に
係る費用により、平成２７年度以降は約１４億円～１８億円を見込む。 

 
 
 
 

 

２ 資本的収支 
（１）収入 
・水力発電所の段階的譲渡に伴う固定資産売却代金などで、平成２７年度
は約７４億円を見込む。 

（２）支出 
・水力発電所の譲渡に伴う企業債の繰上償還や国庫補助金返還金など
で、平成２７年度は約１５億円の償還金が必要。 

３ 資金収支 
・平成２８年度末の内部留保資金は約９１億円を見込む。 

（単位：百万円）

平成２６年度
（補正後予算）

平成２７年度
（当初予算）

平成２８年度

1,413 1,138 1,165 
1,308 

375 337 54 
195 404 -  

3,291 1,879 1,219 
1,724 1,728 1,421 
1,102 

57 17 1 
900 67 -  

3,783 1,812 1,422 
△492 67 △203 

2,733 2,666 2,869 

-  -  -  

-  -  -  
-  -  -  

2,804 7,364 -  
2,804 7,364 -  

145 1 -  
1,027 1,455 -  

その他支出 -  400 -  
1,172 1,856 -  
1,632 5,508 -  

2,771 4,626 9,199 

△492 67 △203 
715 △1,002 124 

1,632 5,508 -  
1,855 4,573 △79 
4,626 9,199 9,120 

・四捨五入のため合計が合わない場合があります。

 

資
本
的
収
支

補助金

収入計

収
益
的
収
支

純利益

特別損失

その他収入

償還金

単年度資金収支
当年度末内部留保資金

企業債

資本的収支不足額

営業外収益

当年度末未処理欠損金

資本的収支不足額

長期貸付金償還金

建設改良費

支出計

区 分

営業費用

営業外費用

費用計

営業収益
附帯事業収益

特別利益

附帯事業費用

収益計

・RDF焼却・発電事業に係る附帯事業収益及び附帯事業費用は、平成27年度からそれぞれ
営業収益及び営業費用に移行します。

純利益
当年度分損益勘定留保資金等

（注）・収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み。

資
金
収
支

前年度末内部留保資金

水道用水供給事業 

純損益 
・平成２７年度以降は、約３千万円の純利益を見込む。 
・全額を減債積立金として利益処分し、企業債の償還金に充当。 

純損益 
・平成２７年度以降は、約２千万円～３千万円の純利益を見込む。 
・全額を減債積立金として利益処分し、企業債の償還金に充当。 純損益 

・平成２７年度は、約７千万円の純利益を見込む。 
・平成２８年度は、ＲＤＦ施設管理運営委託料の年割額の増等により、
約２億円の純損失を見込む。 

 

 

不足額：損益勘定留保資金などにより補填。 
 

不足額：損益勘定留保資金などにより補填。 
 

工業用水道事業 電気事業 
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・三重県企業庁第３次中
期経営計画（平成27年～
平成28年度）を策定
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